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配合飼料価格高騰緊急対策
【１１，０４９百万円】

対策のポイント
配合飼料価格の高騰による畜産経営への影響を緩和するための支援を行う

ことにより、畜産農家の競争力強化に向けた「攻め」の取組をバックアップ
するとともに、安心してチャレンジできる環境を整備します。

＜背景／課題＞
・我が国の配合飼料原料はアメリカ等海外からの輸入に依存していますが、とうもろこ

し等の国際価格の高騰により、配合飼料価格安定制度の基金残高が急速に減少してお

り、今後、基金不足により十分な補塡が行えないことが懸念されます。
・また、配合飼料の購入に伴う農家の実質負担額が増加しており、資金繰りが困難とな

る農家が増加するおそれがあります。

・このため、畜産生産現場の強化を進めるため、配合飼料価格の高騰に際し、異常補塡

金の交付や円滑な資金繰りの支援を行うことにより、畜産農家への影響を緩和する緊
急対策が必要です。

政 策 目 標
「食料・農業・農村基本計画」において設定された、需要に応じ
た生産数量目標を達成

○生乳の生産量（ 795万t（20年度）→ 800万ｔ（32年度））
○牛肉の生産量（ 52万t（20年度）→ 52万ｔ（32年度））
○豚肉の生産量（ 126万t（20年度）→ 126万ｔ（32年度））
○鶏卵の生産量（ 255万t（20年度）→ 245万ｔ（32年度））

＜主な内容＞

１．配合飼料価格安定制度の異常補塡基金への積増し １０，０００百万円
民間の自主的な積立による通常補塡では対処し得ない配合飼料価格の大幅な値上が

りに際し、生産者に異常補塡金を確実に交付するため、異常補塡基金に所要額の積増

しを行います。

補助率：定額

事業実施主体：（公社）配合飼料供給安定機構

２．配合飼料価格高騰対応業務出資金 １，０４９百万円
畜産農家に対する農林漁業セーフティネット資金の無担保・無保証人化枠を拡大す

るため、株式会社日本政策金融公庫に出資を行います。

補助率：定額
事業実施主体：（株）日本政策金融公庫

お問い合わせ先：
１の事業 生産局畜産振興課 （０３－３５９１－６７４５）
２の事業 生産局畜産企画課 （０３－３５０１－１０８３）

［平成25年度補正予算の概要］
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畜産収益力向上緊急支援リース事業

【７，０４１百万円】

対策のポイント

畜産経営における飼料自給率や生産性の向上、飼料生産受託組織等の経営

高度化に必要な機械のリース方式による導入を支援します。

＜背景／課題＞

・今般の経営所得安定対策の見直しの議論において、食料自給率・自給力の向上を図る

ため、飼料用米等の本作化を進め、水田のフル活用を図ることとしております。

・このような中、増産が見込まれる飼料用米等の自給飼料の利用を拡大し、輸入飼料の

価格の変動等の影響を受けにくく、競争力を有する収益力の高い畜産経営の確立を図

ることが課題となっています。

政 策 目 標

○ 飼料用米の利活用の推進等による飼料自給率の向上

（26％（平成20年度） → 38％（平成32年度））

＜主な内容＞

①畜産経営における飼料用米等を活用した飼料自給率や生産性の向上に必要な機械

②飼料生産受託組織等の経営の高度化に必要な機械

のリース方式による導入について支援を行います。

補助率：定額（事業実施主体へは①については１／３、②については１／２）

交付先：（独）農畜産業振興機構

事業実施主体：（独）農畜産業振興機構による公募

お問い合わせ先：

①の事業 生産局畜産企画課（０３－３５０１－１０８３）

②の事業 生産局畜産振興課（０３－３５０２－５９９３）

［平成25年度補正予算の概要］

3



畜
産
収
益
力
向
上
緊
急
支
援
リ
ー
ス
事
業

（
例
）

飼
料
自
給
率
・
生
産
性
の
向
上 刈

取
、
細

断
・
積

込
、
梱

包
、
ﾗ
ｯ
ﾋ
ﾟﾝ
ｸ
ﾞ・
貯

蔵
に
必
要
と
な
る
高
性
能
な
自
給
飼
料
生
産
・

調
製
機
械
を
導
入

○
水

田
を
効

率
的

に
活

用
し
、
食

料
自

給
率

・
食

料
自

給
力

の
向

上
を
図

る
観

点
か

ら
、
需

要
の

見
込

め
る
飼

料
用

米
等

の
生

産
体

制
を

強
化

す
る
こ
と
と
併

せ
て
、
飼

料
用

米
等

の
使

い
手

で
あ
る
畜

産
側

の
利

用
体

制
を
強

化
す
る
こ
と
が

重
要

。
○

こ
の

よ
う
な
中

、
飼

料
用

米
等

を
活

用
し
た
飼

料
自

給
率

の
向

上
、
生

産
性

の
向

上
等

に
資

す
る
機

械
投

資
を
促

進
し
、
配

合
飼

料
価

格
の

変
動

等
の

影
響

を
受

け
に
く
く
、
競

争
力

を
有

す
る
収

益
力

の
高

い
畜

産
経

営
の

確
立

を
図

る
こ
と
が

喫
緊

の
課

題
。

【
平

成
２
５
年

度
補

正
：
７
，
０
４
１
百

万
円

】
補

助
率

：
機

械
代

相
当

額
の

１
／

２
ま
た
は

１
／

３
以

内
事
業
実
施
主
体
：
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
等

飼
料
用
米
・
ｴ
ｺ
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
な
ど
の
利
活
用
や
畜
舎

作
業
の
省
力
化
に
必
要
と
な
る
自
動
給
餌
、
飼

料
保
管
な
ど
の
た
め
の
機
械
等
を
導
入

【
課
題
】

●
飼

料
用

米
の

拡
大

に
対

応
し
た
畜

産
側

の
利

用
体

制
の

強
化

に
資

す
る
機

械
（
米

粉
砕

機
、
飼

料
保

管
タ
ン
ク
、
混

合
機

等
）
の

ほ
か

、
家

畜
の

生
産

性
の

向
上

に
資

す
る
機

械
等

の
導

入
を
支

援
し
、
畜

産
の

収
益

力
向

上
に
資

す
る
。

【
対
応
】

自
動
給
餌
機

米
粉
砕
機

汎
用

型
（
稲

、
ﾄｳ

ﾓ
ﾛ
ｺ
ｼ
等

に
活
用
）
飼
料
収
穫
機

飼
料
保
管

タ
ン
ク

混
合
機

4



国産畜産加工原料緊急確保事業
【５００百万円】

対策のポイント

国産鶏卵等を活用した魅力ある新商品開発に必要な技術開発等を支援

し、加工仕向け卵等における国産シェアの拡大を図ります。

＜背景／課題＞

・近年、加工技術の発展等に伴い、これまで菓子パン等への利用に留まっていた輸

入粉卵等が、主に国産生鮮卵等を原料とするケーキ等の製造にも利用可能となっ

てきており、国産鶏卵等に置き換わる可能性が出てきています。

・このため、加工仕向け卵等における国産シェアの拡大に向けての取組を推進して

いく必要があります。

政策目標

加工仕向け卵等における安定的な国産利用の拡大

＜主な内容＞

① 国産鶏卵等を原料とする魅力ある新商品開発に必要な技術開発、機械・設備

の整備を支援します。

② 新商品の販路開拓・拡大の取組を支援します。

補助率：定額（事業実施主体へは定額、１／２）

交付先：(独)農畜産業振興機構

事業実施主体：(独)農畜産業振興機構による公募

［お問い合わせ先：生産局食肉鶏卵課 （０３－３５０２－５９９０）］

［平成25年度補正予算の概要］
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強い農業づくり交付金

（輸出対応型施設等の整備）
【１１，０６８百万円】

対策のポイント

国産農畜産物の輸出に取り組む産地を中心に、生産から流通までの強い農

業づくりに必要な共同利用施設の整備等を支援します。

＜背景／課題＞

・輸出の拡大による国産農畜産物の需要拡大等に対応するため、国産農畜産物の安定供

給体制の構築が喫緊の課題です。

・これらの課題を解決し、「攻めの農林水産業」の実現を図るため、生産から流通まで

の強い農業づくりに必要な共同利用施設の整備等の支援が必要です。

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を拡大

4,497億円（平成24年） → １兆円（平成32年）

＜主な内容＞

１．輸出対応型施設等の整備

「攻めの農林水産業」の実現に向け、国産農畜産物の輸出促進の取組に必要とな

る輸出対応型共同利用施設整備等を支援します。

２．卸売市場を通じた効率的な流通システムの確立

生鮮食料品等の円滑かつ安定的な流通や国産農水産物の輸出促進等を図るため、

国際空港・港に近い卸売市場を通じた、効率的な物流ネットワークの構築、海外市

場までの一貫したコールドチェーン化等に向けた施設整備を支援します。

交付率：都道府県への交付率は定額（事業実施主体へは事業費の１／２以内等）

事業実施主体：都道府県、市町村、農業者の組織する団体、事業協同組合等

お問い合わせ先：

１の事業 生産局総務課生産推進室 （０３－３５０２－５９４５）

２の事業 食料産業局食品製造卸売課（０３－６７４４－２０５９）

［平成25年度補正予算の概要］
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水田フル活用実践緊急対策
【２８，２００百万円】

攻めの農業実践緊急対策(水田見合分) ２３，０００百万円
畜産収益力向上緊急支援リース事業(飼料用米等見合分) ５，２００百万円

対策のポイント
水田をフル活用し、低コスト・高収益な体制へ転換を図る産地における施

設の再編合理化や飼料用米等を効率的に生産・利用するために必要な機械等
のリース導入を支援します。

＜背景／課題＞
・攻めの農業を実現し、所得の向上を図るためには、水田フル活用を推進し、需要に対

応した飼料用米・麦・大豆等の生産・流通・利用体制を構築することが重要です。
・このため、生産体制、集出荷・加工処理体制の効率化等を計画的に取り組む産地の再

編合理化や、耕種農家と畜産農家が飼料用米等を効率的に生産・利用するための機械
等への支援が必要です。

政策目標
○ 水田フル活用による飼料用米・麦・大豆等の生産の拡大（24年産飼料用
米・麦・大豆等の生産量からの増加）

○ 飼料用米の利活用の推進等による飼料自給率の向上
（26％（平成20年度） → 38％（平成32年度）） 等

＜主な内容＞
１．効率的な生産体制等への転換支援

地域で進められつつある攻めの農業を実践する取組を後押しするため、水田フル
活用に資する効率的な機械利用体系の構築に必要な大型機械のリース方式による導
入や既存機械の再利用等を支援します。

交付率：基金管理団体への交付は定額（事業実施主体へは事業費の１／２以内等）
事業実施主体：地域農業再生協議会

２．効率的な流通加工処理体制への転換支援
水田フル活用に資する効率的流通加工体制づくりに向け、既存の乾燥調製施設等

の再編合理化を推進するため、施設の機能向上や既存施設の有効活用を図るために
必要な設備のリース方式による導入等を支援します。

交付率：基金管理団体への交付は定額（事業実施主体へは事業費の１／２以内等）
事業実施主体：農業者団体、民間事業者等

３．飼料自給率等の向上や経営の高度化に必要な機械支援
飼料用米等の本作化を進め、水田のフル活用を図るとともに、増産が見込まれる

飼料用米等の自給飼料の利用を拡大し、輸入飼料の価格の変動等の影響を受けにく
い競争力を有する収益力の高い畜産経営を確立するため、
① 畜産経営における飼料自給率や生産性の向上に必要な機械
② 飼料生産受託組織等の経営の高度化に必要な機械
のリース方式による導入を支援します。

補助率：定額（事業実施主体へは①については１／３、②については１／２）
交付先：（独）農畜産業振興機構

事業実施主体：（独）農畜産業振興機構による公募

お問い合わせ先：
１、２の事業 生産局総務課生産推進室 （０３－３５０２－５９４５）
３の①の事業 生産局畜産企画課 （０３－３５０１－１０８３）
３の②の事業 生産局畜産振興課 （０３－３５０２－５９９３）

［平成25年度補正予算の概要］
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率
の
向
上
、
産
地
の
収
益
力
向
上
を
実
現
！

水
田

フ
ル

活
用

に
対

応
し
た
低

コ
ス
ト
・
高

収
益

な
産

地
体

制
の

確
立

○
水
田
を
フ
ル
活
用
し
、
需
要
に
対
応
し
た
飼
料
用
米
等
の
生
産
・
流
通
・
利
用
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
こ
の
た
め
、
生
産
体
制
、
集
出
荷
・
加
工
処
理
体
制
の
効
率
化
等
を
計
画
的
に
取
り
組
む
産
地
の
施
設
の
再
編
合
理
化
や
、
耕

種
農
家
と
畜
産
農
家
が
飼
料
用
米
等
を
効
率
的
に
生
産
・
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
機
械
等
の
リ
ー
ス
導
入
を
支
援
し
ま
す
。


水

田
を

フ
ル

活
用

し
、

需
要

に
対

応
し

た
飼

料
用

米
・

麦
・

大
豆

等
の

作
付

拡
大

を
推

進
。


飼

料
用

米
・

麦
・

大
豆

等
の

生
産

の
効

率
化

に
必

要
な

農
業

機
械

等
の

リ
ー

ス
方

式
導

入
を

支
援

。


水

田
フ

ル
活

用
に

よ
り

増
産

し
た

飼
料

用
米

・
麦

・
大

豆
等

に
対

応
す

る
た

め
、

地
域

内
の

乾
燥

調
製

貯
蔵

施
設

等
の

再
編

合
理

化
を

支
援

。

既

存
施

設
の

有
効

活
用

や
機

能
向

上
に

よ
り

、
利

用
率

の
向

上
や

効
率

的
な

施
設

運
営

を
実

現
。


飼

料
用

米
や

稲
W

C
S
の

拡
大

に
対

応
す

る
た

め
に

必
要

な
機

械
（

米
粉

砕
機

、
飼

料
保

管
タ

ン
ク

、
混

合
機

、
飼

料
収

穫
機

等
）

の
リ

ー
ス

導
入

を
支

援
。


飼

料
自

給
率

等
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

輸
入

飼
料

価
格

の
変

動
等

の
影

響
を

受
け

に
く

い
畜

産
経

営
を

確
立

。

＜
効
率
的
な
機
械
利
用
体
系
の
構
築
＞

＜
乾

燥
調

製
施

設
等

の
再

編
合

理
化

＞
＜
飼
料
用
米
等
の
利
用
体
制
の
強
化
＞

飼
料

用
米

等
に
対

応
し
た
乾

燥
調

製
貯

蔵
施

設

既
存

施
設

の
再

編
合

理
化

主
食

用
米

飼
料

用
米

麦
・

大
豆

等

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー

無
人

ヘ
リ
湛

水
直

播

汎
用

コ
ン
バ

イ
ン

リ
ー
ス
方

式
で
導

入
支

援

米
粉
砕
機

飼
料

保
管

タ
ン
ク

混
合
機

リ
ー
ス
方

式
で
導

入
支

援

飼
料
用
米
等
の
利
用
拡
大

【
平

成
２
５
年

度
補

正
予

算
額

：
2
8
,2
0
0
百
万
円
】
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